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図１  熊本県玉名郡菊水町に建設した煉瓦造住宅実験棟

（１）分散型アンボンドプレストレス基礎理論の確立

・実大規模（W2,640mm×H2,580mm×D110mm）の DUP 煉瓦壁（二次元組積体）

について、壁体内部及び端部におけるプレストレス分布を解析し、平成 9 年度に

検討し選択した導入プレストレスの測定方法を用いて、同解析の検証実験を行っ

た。実験の結果、壁体内部の場合、組積する層とプレストレスを測定する層が近

いうちは、実験値の平均は二項分布を適用した解析値に近いことが分かった。組

積層とプレストレス測定層が離れるにつれて、実験値の平均は解析値よりピーク

が高く、裾野が狭くなる傾向が見られた。また、壁体端部を組積した場合のプレ

ストレス分布についても、壁体内部におけるプレストレス分布の解析値を元にし

た解析方法によって把握できることが分かった。プレストレスの累加については、

二次元的な場合も同一層内の総和をとることにより DUP 理論が成立することを

確認した。

（２）ＤＵＰ乾式工法による煉瓦造部材の耐力実験

・DUP 乾式煉瓦造住宅の構造設計を行うにあたって基礎となる壁体のせん断設計

式について定式化を行い、使用ボルトの径と導入プレストレス量の異なる DUP

煉瓦壁試験体について面内曲げせん断載荷実験を行って、同設計式を検証した。

本工法による煉瓦造壁体の面内せん断に関する設計式は、壁式鉄筋コンクリート

造計算基準における耐力壁の短期設計用せん断力に関する検討式を基に、塑性変












